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本 学 で は 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に 対 し て 皆 さ ん の 健 康 を 第 ⼀ に 考

え 、前 期 授 業 は 原 則 と し て Web を 利 ⽤ し た オ ン ラ イ ン 授 業 と し ま し た 。新

⼊ ⽣ の 皆 さ ん は 、⼊ 学 後 ⼀ 度 も キ ャ ン パ ス に 来 る 機 会 が な い ま ま 、在 校 ⽣

の 皆 さ ん は 活 動 が 制 限 さ れ る 中 で 、精 神 的 な つ ら さ 、不 安 や ⼼ 配 等 が 多 々

あ っ た こ と は 想 像 に 難 く あ り ま せ ん 。慣 れ な い オ ン ラ イ ン 授 業 に 対 し て 皆

さ ん の ご 理 解 と ご 協 ⼒ に よ り 板 橋 校 舎 は 8 ⽉ 7 ⽇ を も っ て 、 狭 ⼭ 校 舎 は 8

⽉ 5 ⽇ を も っ て 前 期 授 業 を 終 了 す る こ と が で き ま し た 。（ 別 添 「 新 型 コ ロ

ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 ⼤ 防 ⽌ の た め の 活 動 制 限 指 針（ 東 京 家 政 ⼤ 学 ）」ス テ ー ジ

2 の 判 断 の も と 板 橋 校 舎 で は 、 実 験 ・ 実 習 ・ 実 技 等 の 授 業 科 ⽬ で 、 教 育 内

容 か ら 対 ⾯ の 補 講 が 必 要 で あ る と 判 断 し た 科 ⽬ に つ い て 、8 ⽉ 17 ⽇ 以 降 9

⽉ 19 ⽇ ま で の 間 で 夏 期 補 講 を 実 施 い た し ま す 。）  

後 期 授 業 は 、板 橋 校 舎 は 9 ⽉ 21 ⽇ か ら 、狭 ⼭ 校 舎 は 9 ⽉ 14 ⽇ か ら 開 始

予 定 で す が 、政 府 に よ る 緊 急 事 態 宣 ⾔ 解 除 後 、社 会 経 済 活 動 の レ ベ ル が 段

階 的 に 引 き 上 げ ら れ て い る ⼀ ⽅ で 、⾸ 都 圏 の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 者 数

は 再 び 増 加 に 転 じ て き て い ま す 。  

こ う し た 状 況 の 中 で 、「 活 動 制 限 指 針 」 ス テ ー ジ 2 を 想 定 し 、 後 期 の 授

業 実 施 に つ い て も 、皆 さ ん と 皆 さ ん の ご 家 族 の 健 康 を 第 ⼀ と 考 え 、オ ン ラ

イ ン 授 業 を 優 先 す る こ と と し ま し た 。精 選 し た 実 習・演 習 の ⼀ 部 科 ⽬ に つ

い て は 、「 換 気 の 悪 い 密 閉 空 間 」「 多 く の ⼈ の 密 集 」「 近 距 離 で の 会 話 」の 3

つ の 密 を 回 避 す る基本 的 な 対策を徹底し 、学 校 ⼊構時の検温、教室で 授 業

を受ける 学 ⽣ 数 を 教室定員の半分以下と す る こ と 、アル コ ー ル 等 の消毒体



制 を整え る こ と 等 々 、⼤ 学 と し て万全な 感 染 症 対策を 講 じ た 上 で 、教室で

の 対 ⾯ 授 業 を⾏い ま す 。  

対 ⾯ 授 業 の た めだけに 、地⽅ や海外か ら ⾸ 都 圏 に移動 す る 必 要 は あ り ま

せ ん 。⽋席す る 学 ⽣ に 対 し て は 不 利益に な ら な い 配慮を い た し ま す 。感 染

拡 ⼤ が収束し な い情勢の 中 で 、本 学 は 、皆 さ ん の 安全確保、感 染 拡 ⼤ 防 ⽌

と い う 社 会 的責任を 第 ⼀ に 考 え な が ら 、 教 育 機関と し て の使命を果た し 、

学 ⽣ ⽣ 活 の充実 を図る た め に 、 教職員⼀同、全⼒ でサポートし ま す 。   

こ れ ま で と異な る ⽇常に⼾惑い を 感 じ な が ら も 、希望を胸に ⽇ 々挑戦す

る こ と を 皆 さ ん に は 期待し て い ま す 。  

今回 の決定 に 対 し て は様々 な ご意⾒が あろう と は思い ま す が 、皆 さ んお

よ び 皆 さ ん の ⼤切な ⽅ 々 を守る た め の決定 で す 。ご 理 解 、ご 協 ⼒ をお願い

し ま す 。  

 

後 期 の 対 ⾯ 授 業 等 の時間割に つ い て は 、 学 科 ご と に 、 8 ⽉ 17 ⽇ ま で に 、

学 ⽣ポータル でお知ら せ す る 予 定 で す 。ま た 、後 期 の 授 業 科 ⽬ ご と の 実 施

予 定 などに つ い て は 、8 ⽉ 31 ⽇ ま で に は 、各授 業担当教員か ら 、マナバに

よ り 、履修学 ⽣へ連絡す る 予 定 で す 。  

なお、今後 の 感 染 状 況 の変化に応じ て 、授 業形態 を変更す る可能性が あ

り ま す 。その際は 、⼤ 学ホームペー ジ や 学 ⽣ポータル でお知ら せ い た し ま

す の で 、 定 期 的 に確認し て くださ い 。  

 



新型コロナウィルスによる感染拡大防止のための活動制限指針（東京家政大学） 令和2年6月5日

ステージ 判断基準 授業 学外実習 研究活動
学生の入構

（大学院生含む）
学内行事・イベント 課外活動 窓口業務 事務機能

ステージ0 平常時・危機がない状態 通常通り 通常通り 通常通り 通常通り 通常通り 通常通り 通常通り 通常通り

ステージ1
自粛要請は出ていないが，感
染への注意が必要な状態

感染拡大防止に最大限
の配慮をした上で、対面
授業を実施（ただし、前
期期間中はオンライン
授業のみ）。
オンライン授業の積極
的利用。

感染拡大防止に最大限
の配慮をした上で、実施
を認める。

感染拡大防止に最大限
の配慮をした上で、通常
通りの研究活動を認め
る。

感染拡大防止に最大限
の配慮をした上で、入構
を認める。

感染拡大防止に最大限
の配慮をした上で、実施
を認める。

感染拡大防止に最大限
の配慮をした上で、活動
を認める。

感染拡大防止に最大限
の配慮をした上で実施。
メール・電話での問い合
わせの利用。

感染拡大防止に最大限
の配慮をした上で勤務。
時差出勤、テレワーク、
交代勤務の利用。

ステージ2
大人数での行事，イベント等
について自粛要請がでている
状態

原則オンライン授業（前
期期間中はオンライン
授業のみ）を実施。
オンライン授業の実施
に伴う教員の入構は、
感染拡大防止に最大限
の配慮をした上で認め
る。

原則実施自粛。
免許・資格取得や卒業
に支障が出る場合は、
実習施設と相談の上、
感染拡大防止に最大限
の配慮をした上で実施
を認める。

学会などの研究集会へ
の参加及び主催の原則
禁止（オンライン開催を
除く）。
学内での研究活動につ
いては、感染拡大防止
に最大限の配慮をした
上で入構を認める。

原則入構自粛。
学部生については、感
染拡大防止に最大限の
配慮をした上で、大学が
許可した一部施設の
み、少人数・短時間の利
用を認める。大学院生
については、感染拡大
防止に最大限の配慮を
した上で、少人数・短時
間の入構を認める。

大人数の行事・イベント
は禁止（オンライン開催
を除く）。
少人数のものについて
は、感染拡大防止に最
大限の配慮をした上で、
実施を認める。
施設の外部への貸出は
行わない。

原則活動自粛（オンライ
ンでの活動を除く）。
大人数の活動・遠征は
禁止。大学が許可した
場所における少人数・
短時間の活動につい
て、感染拡大防止に最
大限の配慮をした上で
認める。

原則窓口業務は自粛。
窓口での相談・書類提
出等は、感染拡大防止
に最大限の配慮をした
上で、事前に当該窓口
の許可を得た場合のみ
認める。
メール・電話での問い合
わせの積極的利用。

感染拡大防止に最大限
の配慮をした上で勤務。
時差出勤、テレワーク、
交代勤務の積極的利
用。

ステージ3
緊急事態宣言は発令されてい
ないが，外出の自粛などの要
請がでている状態

オンライン授業のみ実
施。
オンライン授業の実施
に伴う教員の入構は、
感染拡大防止に最大限
の配慮をした上で認め
る。

原則実施不可。
免許・資格取得や卒業
に支障が出る等、実施
の必要性が高い場合に
限り、実習施設と相談の
上、感染拡大防止に最
大限の配慮をした上で
実施を認める。

出張の原則中止。
学会などの研究集会へ
の参加及び主催の禁止
（オンライン開催を除
く）。
原則として在宅での研
究とし、教育・研究の準
備・継続に必要な場合
のみ、感染拡大防止に
最大限の配慮をした上
で入構を認める。

原則入構禁止。
大学院生で修了等に必
要な研究活動等を行う
場合に限り、感染拡大
防止に最大限の配慮を
した上で、少人数・短時
間の入構を認める。

実施不可（オンライン開
催を除く）。

活動禁止（オンラインで
の活動を除く）。

原則メール・電話での問
い合わせのみ。
窓口での相談・書類提
出等は、感染拡大防止
に最大限の配慮をした
上で、事前に当該窓口
の許可を得た場合のみ
認める。

感染拡大防止に最大限
の配慮をした上で、事務
機能を維持するために
必要な職員が出勤。
時差出勤、テレワーク、
交代勤務の積極的利
用。

ステージ4
緊急事態宣言が発令されてい
る状態

オンライン授業のみ実
施。
オンライン授業の実施
に伴う教員の入構は、
感染拡大防止に最大限
の配慮をした上で、所属
長の指示のもと、認め
る。

原則実施不可。

出張の原則中止。
学会などの研究集会へ
の参加及び主催の禁止
（オンライン開催を除
く）。原則として在宅での
研究とし、教育・研究の
準備・継続に必要不可
欠な場合のみ、感染拡
大防止に最大限の配慮
をした上で、所属長の指
示のもと、入構を認め
る。

原則入構禁止。
やむを得ず入構する必
要がある場合は、かなら
ず事前に大学の許可を
得ること。
可能な限り短時間で退
出すること。

実施不可（オンライン開
催を除く）。

活動禁止（オンラインで
の活動を除く）。

メール・電話での問い合
わせのみ。

感染拡大防止に最大限
の配慮をした上で、所属
長の指示のもと、事務
機能を維持するための
必要最小限の職員が出
勤。
時差出勤、テレワーク、
交代勤務の積極的利
用。

ステージ5
重大な緊急事態
（感染拡大により，教職員が
出勤できない状態など）

オンライン授業のみ実
施。

実施不可。

研究資産維持のために
必要最低限の人員に限
り、所属長の指示のも
と、入構を認める。

学生の入構を禁止
実施不可（オンライン開
催を除く）。

活動禁止（オンラインで
の活動を除く）。

メールでの問い合わせ
のみ。

所属長の指示のもと、
大学施設の維持管理の
ために必要最低限の職
員のみ出勤。

前期授業期間については、ステージの如何によらずオンラインでの実施とする。

今後の状況によって、この活動制限指針を変更することがある。

具体的な決定は、活動制限指針を目安としそのときどきの状況を総合的に勘案して、コロナウィルス対策本部会議などで行う。

ステージがいったん改善しても、状況の変化によって、元に戻ることがある。


